
「異文化間コミュニケーション各論A（日本と英語圏）」シラバス

「科目概要」に基づき、「授業概要」、「授業内容」をご記入ください。枠組みは自由に改変して構いません。
氏名：

シラバス：異文化間コミュニケーション各論A（日本と英語圏）
（講義科目・2年生向け・半期科目）
	≪科目概要≫
「異文化間コミュニケーション概論」での学修を基盤として、本科目では、日本語・日本文化と英語・英語圏文化（特に欧米を中心とする英語圏）の間に存在する異文化間コミュニケーションの諸問題を具体例と共に考察する。このような考察をする際には、かつての「欧化主義」という態度に典型的に見られるような、偏った文化観からまず脱却し、文化には優劣はないという基本的姿勢を持つことがきわめて重要である。

	≪到達目標≫
1. 日本と英語圏（特に欧米の英語圏）の世界観・価値観の違いについて、他者に正確に説明することができる。　
2. 偏見を持たずに、英語圏（特に欧米の英語圏）の人々との間で、適切なコミュニケーションをすることができる。

	授業内容（半期14回×100分）



















	

























《評価の方法と配分》（評価の方法は2つ以上お示しください）




《テキスト・参考文献》
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